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ホームページ
モバイルサイト

加藤委員長からの基調提起

今年も粟島の海をきれいにする活動をした参加者

安心して働くために課題の共有

701 …
ち
な
み
に
、
新
潟
の
高
卒
初
任
給
は
一
時
間
あ
た
り

９
３
７
円
で
す
。

2013年10月
26日からの
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９月の主な活動
 7日～8日
  青年委員会
  サマーフェスティバル2013
 9日 第3回男女平等委員会
 14日 土曜相談会
 18日 第11四役会議・
  　　三役懇談会
 21日 第23回
  新潟県勤労者駅伝大会
 25日 第6回政策委員会
 27日 街宣行動（佐渡）
  第11執行委員会
 28日 第5地協代表者会議
 28日～29日
  第6回女性委員会

雇
用
戦
略
対
話
合
意
の
全
国
最
低
八
〇
〇
円
、

全
国
平
均
一
〇
〇
〇
円
の
実
現
を
！

労
働
者
の
意
見
を
反
映

推
薦
県
議
会
議
員
と
懇
談
会

12円UP  701円
10月26日から

2013年新潟県最低賃金

仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
、と
れ
て
る
？

女
性
委
員
会
事
務
局
次
長　

古
田
小
綾
香

（
電
機
連
合
）

　

最
低
賃
金
制
度
は
、「
低
賃

金
労
働
者
の
労
働
条
件
の
改
善

を
は
か
り
、
も
っ
て
労
働
者
の

生
活
の
安
定
」
に
資
す
る
こ
と

が
目
的
と
さ
れ
お
り
、
憲
法
上

も
す
べ
て
の
国
民
が
健
康
で
文

化
的
な
生
活
を
営
む
権
利
を
有

す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
、
全
労
働
者
の
三
五
％
以

上
は
非
正
規
労
働
者
で
あ
り
、

年
収
二
〇
〇
万
円
以
下
の
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
層
が
一
一
〇
〇
万

人
以
上
い
る
と
い
う
中
で
、
安

定
し
て
毎
日
の
生
活
を
送
り
、

将
来
的
な
展
望
を
見
通
せ
る
よ

う
な
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

第
一
八
構
成
組
織
・
第
二
二
回

地
協
女
性
代
表
者
会
議
は
『
仕

事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
』
を
テ

ー
マ
に
開
催
し
、
加
藤
委
員
長

か
ら
は
、「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
と
は
、
仕
事
と
生
活
の

バ
ラ
ン
ス
だ
け
で
は
な
く
、
生

活
が
基
本
で
そ
の
上
に
仕
事
、

趣
味
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
な

ど
が
あ
る
。
ま
た
少
子
高
齢
化

社
会
で
は
、
働
き
続
け
る
こ
と

が
よ
り
困
難
に
な
る
こ
と
か
ら
、

家
庭
や
職
場
内
で
の
助
け
合
い

が
不
可
欠
で
あ
る
。
日
頃
か
ら

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大

切
で
あ
る
。」
と
基
調
提
起
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
の
意
見
交
換
で
は
、「
近
い

将
来
に
迫
る
親
の
介
護
を
考
え

る
と
、
仕
事
が
続
け
ら
れ
る
か

　

今
年
度
の
中
央
最
低
賃
金
審

議
会
に
は
、
田
村
厚
生
労
働
大

　

連
合
新
潟
は
、
新
潟
県
議
会

や
市
町
村
議
会
に
お
い
て
、
議

員
を
推
薦
・
支
援
し
て
、
地
方

行
政
へ
労
働
者
の
意
見
を
反
映

し
、
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安

心
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
定
期
的
に
推
薦
議
員

と
意
見
交
換
を
行
い
、
そ
の

時
々
の
課
題
を
共
有
化
す
る
た

め
に
、
八
月
二
三
日
に
は
「
第

六
回
県
議
会
議
員
懇
談
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

齋
藤
会
長
は
、「
参
議
院
選

挙
の
結
果
に
よ
り
ね
じ
れ
は
解

消
し
、
与
党
で
あ
る
自
民
党
は

国
会
で
大
き
な
権
力
を
持
つ
こ

と
と
な
り
、
労
働
規
制
の
緩
和

に
関
わ
る
部
分
を
大
き
く
見
直

そ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
労

福
協
が
委
託
を
受
け
て
い
る
パ

ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ

い
て
も
、
今
後
は
県
か
ら
市
町

村
へ
窓
口
が
移
行
す
る
」
な
ど

現
状
を
含
め
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　

懇
談
会
で
は
連
合
新
潟
の
政

策
担
当
、
労
働
条
件
担
当
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
「
二
〇
一
四
年
度
新

潟
県
予
算
に
関
わ
る
施
策
要
望

書
の
項
目
（
素
案
）」
な
ら
び

に
「
二
〇
一
三
年
度
新
潟
県
最

低
賃
金
審
議
会
改
定
状
況
と
意

見
書
（
案
）」、
地
方
交
付
税
削

減
の
影
響
と
課
題
に
つ
い
て
説

明
し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

県
議
会
議
員
か
ら
は
、
経
済

政
策
、
雇
用
や
労
働
政
策
、
社

会
保
障
や
医
療
政
策
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

労
使
間
だ
け
で
解
決
で
き
な

い
課
題
も
多
く
、
関
係
議
員
と

連
携
し
な
が
ら
、
す
べ
て
の
働

く
者
が
豊
か
な
生
活
を
お
く
れ

る
社
会
の
実
現
に
向
け
取
り
組

み
ま
す
。

て
要
請
し
て
い

ま
す
。

よ
う
や
く

七
〇
〇
円

台
へ
！

　

新
潟
県
の
最

低
賃
金
は
目
標

で
あ
る
全
国
最

低
八
〇
〇
円
ど

こ
ろ
か
、
全
国

平
均
七
四
九
円

（
二
〇
一
二
年

加
重
平
均
値
）

に
も
達
し
て
い

な
い
状
況
と
、
県
内
の
労
働
者

の
約
三
五
％
（
推
計
値
）
を
占

め
る
新
潟
市
に
限
定
し
て
の
比

較
で
は
、
最
低
賃
金
額
と
生
活

保
護
費
が
逆
転
し
て
い
る
現
状

（
乖
離
額
は
四
九
円
）
を
打
開

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

訴
え
て
き
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
二
〇
一
三
春
季
生

活
闘
争
の
中
小
労
組
に
お
け
る

賃
上
げ
率
（
回
答
妥
結
）
が
加

重
平
均
一
・
七
〇
％
と
、
現
在

の
最
低
賃
金
額
に
乗
じ
る
と
約

一
二
円
と
な
る
こ
と
や
、
引
き

上
げ
た
時
の
影
響
率
（
賃
金
額

引
き
上
げ
後
の
対
象
者
の
割
合
）

が
五
％
程
度
い
な
い
と
、
賃
金

の
低
廉
な
労
働
者
の
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割
を
果

た
さ
な
い
こ
と
、
全
国
平
均
や

Ｃ
ラ
ン
ク
内
・
北
陸
信
越
近
県

の
中
で
の
格
差
も
大
き
い
こ
と

な
ど
を
主
張
し
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
使
用
者
側
は
新
潟
県

の
経
済
動
向
や
中
小
企
業
の
状

況
な
ど
を
主
張
し
、
労
働
者
側

の
主
張
と
隔
た
り
が
あ
る
た
め
、

公
益
委
員
見
解
と
し
て
七
〇
一

円
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

最
低
賃
金
を

　
　
守
ら
せ
よ
う
！

　

県
内
で
現
在
の
時
給
六
八
九

円
未
満
の
労
働
者
は
、
全
体
の

約
一
・
〇
％
と
推
定
さ
れ
、
七

〇
一
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ

と
で
、
そ
の
影
響
率
は
二
・
三

四
％
（
約
九
二
万
人
）
と
推
計

さ
れ
ま
す
。

　

最
低
賃
金
違
反
は
、
一
人
に

つ
き
五
〇
万
円
の
違
反
料
が
使

用
者
に
科
せ
ら
れ
ま
す
が
、
新

潟
労
働
局
の
調
査
等
に
よ
り
毎

年
摘
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
ル
バ
イ
ト
や
試
用
期
間
の

場
合
で
も
最
低
賃
金
が
適
用
さ

れ
ま
す
の
で
、
違
反
を
見
つ
け

た
時
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準

監
督
署
か
、
連
合
新
潟
・
各
地

域
協
議
会
へ
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

臣
が
出
席
し
、「
六
月
に
閣
議

決
定
し
た
『
経
済
財
政
運
営
と

改
革
の
基
本
方
針
』
及
び
『
日

本
再
興
戦
略
』
に
配
意
し
た
調

査
審
議
を
求
め
る
」
と
述
べ
て

ス
タ
ー
ト
し
、
最
低
賃
金
の
引

き
上
げ
と
生
活
保
護
と
の
乖
離

解
消
、
あ
わ
せ
て
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
生
産
性
向
上

や
支
援
等
の
拡
充
な
ど
も
含
め

公　　示

連合新潟第23回定期大会の開催
連合新潟規約第16条に基づき、
第23回定期大会を下記のとおり
開催します。

日　時 2013年11月１日（金）
 10：30～16：00
会　場 新潟市・新潟東映ホテル
 ２階「朱鷺の間」
付議事項
・ 2013年度活動報告
・ 2013年度財政報告ならびに
　会計監査報告
・ 2014～2015年度運動方針（案）
・ 2014年度予算（案）
・ 2014～2015年度役員選出
・ 表彰
その他  大会終了後、１階「白鳥の

間」においてレセプション
を開催します。

調査実施中　ご協力をお願いします
「労働条件実態調査」
「地域ミニマム運動」賃金実態調査

連合新潟発第192号・193号（7/31）参照
提出期限：10月７日（月）必着

女性委員会第25回総会
と　き 11月９日㈯　13：30～
ところ 新潟市・
 　万代シルバーホテル

青年委員会第25回総会
と　き 11月９日㈯　15：30～
ところ 新潟市・
 　万代シルバーホテル

2013にいがたワーク・ライフフォーラム
in 長岡

日　時 10月18日㈮ 13：30（受付12：30）
 　　　　 ～20：30（交流会終了）
 10月19日㈯ 10：00（受付９：00）
 　　　　 ～午前11時45分
場　所 長岡グランドホテル、アオーレ長岡、
 朝日生命長岡ビル、長岡市立劇場
内　容 ～連帯・協同でつくる安心・共生の

福祉社会の実現に向けて～
※ 例年開催のユニオントップスタディに替えて連合新潟として
参加します。宿泊はアオーレ長岡付近のホテルに分宿します。

不
安
」「
核
家
族
で
の
子

育
て
を
通
し
会
社
側
の
理

解
不
足
を
感
じ
た
」「
個

人
の
抱
え
る
悩
み
に
、
組

合
が
き
ち
ん
と
機
能
し
対

応
で
き
て
い
る
の
か
疑

問
」
な
ど
と
実
に
多
様
な

意
見
が
で
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
定
時
退
社
が

可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
、
趣
味

や
地
域
活
動
が
で
き
、
充
実
し

た
毎
日
を
過
ご
せ
て
い
る
と
い

う
人
や
、
上
司
の
理
解
で
職
場

内
の
助
け
合
い
が
出
来
て
い
る

と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
日
こ
の
会
議
に

出
席
し
た
私
た
ち
が
、
人
と
の

繋
が
り
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
声
に

出
し
て
話
し
て
み
よ
う
と
確
認

し
合
い
、
終
了
し
ま
し
た
。

日時　2013年10月７日（月）

場所　新潟市中央区弁天「弁天公園」
 【10.7 新潟集会】 18：10～18：40
 【アピールウォーク】 18：40～19：30

働きがいのある人間らしい仕事を求めて
みんなで訴えましょう！

　９月７日～８日、粟島浦村にて青年委員会主催の「サマーフェスティバル2013」を開催しました。
１日目は自転車を借り、粟島をサイクルラリー。あいにくの雨天でしたが、島内の散策を楽しみなが
らチームで声を掛け合ってチェックポイントご
との課題に取り組み、交流を深めることができ
ました。２日目は昨年に引き続いて、神蔵幸雄
さん、渡辺栄さんを講師に迎え、使い捨てカイ
ロを使った社会貢献活動で、海の磯焼けを防い
で海藻を増やすための活動について学び、カイ
ロの袋開け作業やクエン酸液づくり、鉄炭団子
づくりの作業を体験しました。参加者からは「と
ても意義ある活動だと思った」「ぜひ他の地域
にも広めてほしい」といった感想も聞かれ、見
聞を広める良い機会となりました。

青年委員会 サマーフェスティバル2013 粟島に再結集!



0120-191-880
（平日9：00～17：00）

新潟ろうきん 検索新潟県労働金庫

期間・融資総額限定期間・融資総額限定期間・融資総額限定

住宅ローンの借換えは
今がチャンス！ 当初20年間、
金利が変わらない安心を
手に入れませんか？

住宅
ローン
〈固定金利選択型〉

20年固定型
延長！ 増額!ご好評につき、

受付期間 融資総額延長！ 増額!ご好評につき、
受付期間 融資総額

250億円
250億円に
達し次第終了

《融資総額》     《受付期間》  
2013年 
12月30日㈪まで （　　　）

各種手数料無料 お申込み・繰上げ返済・返済方法変更etc.
団体信用生命保険料はろうきん負担

ご融資金額
最高

ご返済期間
最長

昨年広島へ派遣された
学生の報告

被災地の連合の取り組みを
伝えた集会

前列右から２人目が古川君

カツカレー 900円

35%

12%

53%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい

いいえ

祭りがない

連　　　合　　　新　　　潟

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）

2013年９月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第271号

　

最
近
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業

と
い
う
言
葉
が
マ
ス
コ
ミ

を
に
ぎ
わ
し
て
い
る
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
「
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
大
賞
」
な
る

投
票
が
行
わ
れ
居
酒
屋
チ

ェ
ー
ン
店
の
ワ
タ
ミ
が
大

賞
に
選
ば
れ
た
。
▼
労
働

相
談
か
ら　

個
人
加
盟
の
に
い
が
た
ユ

ニ
オ
ン
で
団
体
交
渉
を
行
う
が
、
経
営

者
は「（
法
律
を
）知
ら
な
か
っ
た
」「
中

小
企
業
だ
か
ら
し
か
た
な
い
（
守
れ
な

い
）」
等
の
言
葉
が
聞
か
れ
、
最
た
る

も
の
は
「
ば
れ
ち
ゃ
っ
た
」
で
あ
る
。

▼
連
合
新
潟
は
毎
年
新
潟
大
学
で
「
働

い
て
困
ら
な
い
た
め
に
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
労
働
法
の
講
演
を
し
て
い
る
が
、

中
学
・
高
校
で
教
え
る
べ
き
で
あ
る
。

▼
ま
ず
は
、
自
分
の
子
供
に
話
を
し
て

み
る
か
。
最
近
、
そ
ん
な
に
会
話
も
な

い
け
ど
聞
い
て
く
れ
る
か
な
。 

○小 土曜相談会 10月は12日に開催

Ｂ
連合新潟事務局のお勧め「勝烈亭のカツカレー」

　皆さんは思い出の食べ物はありますか？
　私は、10年くらい前まで新潟市東堀の映画館の並びにあったカレ
ーショップ「ヒュリカ」のカツカレーです。店の前を通るとにおい
に誘われついつい食べていました。その後、店は残念ながら無くな
りましたが、ヒュリカのカレーが復活しました。「二代目 勝烈亭」
です。当時のままでカレーソースはアラジンの魔法のランプに入っ
て出てきます。とんかつ屋さんで「ヒュリカ」のカレーが食べれる
のは「勝烈亭」と「カレーショップ ヒュリカ」は姉妹店でマスター
はその二代目なのです。
　とんかつ専門店のカツとカレー専門
店のカレーのいいとこ取り

4 4 4 4 4 4

の最強のカ
ツカレーをご賞味あれ。
　マスターは強面ながら「メニューに
ないものも作るよ！」「わがまま言って
みて、できる限りやるよ！」とサービス
満点なのである。但し、残さないでね！
＊ランチはお得なセットもあります。
 （連合新潟副事務局長　小島 晋）
　　◆二代目  勝烈亭
　　　　　新潟市中央区東堀通9-1400 TEL 025-223-3066
　　　　　営業時間  11：30～15：00 定休日  毎週木曜日
　　　　　営業時間  17：00～23：00

⑤

□
ヘ
ル
ス
ケ
ア
労
協

 

執
行
委
員
長

　
村
越

　
　
朋

　

看
護
職
場
の

悲
痛
な
叫
び
を

聞
い
て
下
さ
い
。

〝
看
護
師
を
増
や
し
て
下
さ
い
〞

　
「
常
に
多
忙
で
時
間
外
も
多

い
。
患
者
さ
ん
の
た
め
に
決
し

て
無
駄
な
時
間
は
費
や
し
て
い

な
い
の
に
早
く
帰
れ
な
い
。

　

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の

バ
ラ
ン
ス
が
と
て
も
悪
い
。

　

増
員
し
て
い
た
だ
け
た
ら
、

も
っ
と
安
心
し
て
よ
り
良
い
看

護
が
提
供
で
き
る
し
、
十
分
な

休
み
を
与
え
て
も
ら
う
こ
と
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
て
、
優
し

い
気
持
ち
で
仕
事
が
で
き
る
」。 　

現
場
の
声
を
組
合
運
動
の
原

点
に
取
り
組
み
ま
す
。

□
全
水
道

 

執
行
委
員
長

　
田
村

　
光
宏

　

全
水
道
新
潟
県
支
部
に
組
織

さ
れ
て
い
る
九

三
％
が
男
性
で

す
。

　

県
支
部
の
執
行
委
員
は
も
と

よ
り
、
県
内
各
単
組
に
お
い
て

も
女
性
の
執
行
委
員
は
大
変
少

な
い
状
況
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
女
性
が
組

合
活
動
に
積
極
的
に
か
か
わ
る

こ
と
の
で
き
る
環
境
を
作
る
こ

と
は
、
こ
れ
か
ら
の
組
合
活
動

に
お
い
て
は
極
め
て
重
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　

全
水
道
新
潟
県
支
部
は
、
連

合
の
「
男
女
平
等
参
画
推
進
計

画
」
の
実
現
に
む
け
て
、
男
女

共
生
・
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
む
け
て
、
引
き
続
き
活
動
を

前
進
さ
せ
ま
す
。

□
私
鉄
総
連

 

執
行
委
員
長

　
永
井
　
一
徳

　

私
鉄
総
連
に
働
く
女
性
組
合

員
の
多
く
は
ガ

イ
ド
職
で
す
。

　

不
規
則
勤

務
・
長
時
間
労
働
な
ど
、
働
き

方
に
つ
い
て
の
学
習
会
を
は
じ

め
、
平
和
運
動
や
総
連
・
地
連

主
催
の
交
流
会
へ
積
極
的
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

　

北
陸
地
連
内
、
単
組
で
は
女

性
役
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
で

き
て
い
ま
せ
ん
が
、
大
会
・
中

央
委
員
会
等
に
女
性
代
議
員

（
傍
聴
含
む
）
の
参
加
を
心
が

け
て
い
ま
す
。

□
国
公
総
連

 

支
部
長

　
佐
藤

　
　
弘

　

新
潟
県
支
部
の
女
性
の
組
織

率
は
、
一
割
に

も
満
た
ず
、
役

員
へ
の
登
用
が

で
き
な
い
状
況
で
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
上
部
機
関
の

運
動
の
要
請
に
は
積
極
的
に
女

性
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　

な
か
な
か
新
潟
で
の
独
自
行

動
は
取
り
組
め
て
い
ま
せ
ん
が
、

い
ず
れ
国
公
連
合
に
移
行
す
る

う
え
で
充
実
し
た
対
応
を
め
ざ

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

僕
は
、
八
月
三
日
か
ら
六
日

ま
で
平
和
行
動
に
参
加
し
、
原

爆
ド
ー
ム
や
動
員
学
徒
慰
霊
塔

な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、
一

瞬
に
し
て
何
十
万
人
が
亡
く
な

っ
た
こ
と
や
、
被
爆
さ
れ
た
坪

井
さ
ん
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

坪
井
さ
ん
は
、
た
く
さ
ん
の

「
平
和
行
動
in
広
島
」
に
参
加
し
て

古
川
　
陽
稀
（
小
五
）

□
　

連
合
下
越
地
協
・
新
発
田
支

部
は
、
八
月
四
日
に
新
発
田
市

と
協
賛
し
「
し
ば
た
平
和
の
つ

ど
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
、
新
発
田
市
で
は

毎
年
中
学
生
を
広
島
平
和
記
念

式
典
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
参
加
し
た
中
・
高
生
六

人
に
自
分
の
被
爆
体
験
や
、
戦

争
の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
て
い
ま

す
。
被
爆
に
よ
り
、
ガ
ン
な
ど

の
た
く
さ
ん
の
病
気
に
な
り
、

六
八
年
た
っ
た
今
も
苦
し
ん
で

い
て
「
私
も
い
つ
死
ぬ
か
分
か

り
ま
せ
ん
」
と
言
っ
た
一
言
が

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

僕
は
、
戦
争
の
な
い
平
和
な

８月のホームページ・アンケート結果発表
質問： 地域（町内）の祭りに参加している。
　「祭りに参加している」と答えた人が半数でした。ですが
一方で「町内に祭りがない」と答えた人は１割超でした。私
ごとですが、今年町内の祭りに役員として参加して、やはり
地域とのつながりは大事だと感じました。祭りだけが町内行
事ではありませんが、地域で協力し合ってなにかを成し得る
達成感はやってみないと分かりませんね。
　９月のＨＰアンケートは、通勤に関する質問です。
投票お待ちしています。

人
が
、
報
告
と
率
直
な
意
見
や

感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
く
第
二
部
で
は
、
連
合
で

推
薦
し
た
映
画
「
こ
の
空
の
花

　

―
長
岡
花
火
物
語
」
の
映
写

会
を
行
い
、
二
二
〇
人
の
参
加

者
か
ら
は
、「
感
動
し
た
」
な

ど
の
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

好
評
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

「1000万連合」
実現に向けて！④

■
新
し
い
仲
間
を
紹
介

電
力
総
連
事
務
局
長　

田
村
哲
也

　

新
潟
県
電
力
総
連
に
新
た
に

加
盟
す
る
、
中
部
電
力
総
連
上

越
連
絡
会
を
紹
介
し
ま
す
。

　

中
部
電
力
㈱
上
越
火
力
発
電

所
に
勤
務
す
る
中
部
電
労
組
合

員
と
、
主
に
発
電
所
の
機
器
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
中
心
に
行
っ

て
い
る
中
部
プ
ラ
ン
ト
サ
ー
ビ

ス
㈱
上
越
事
業
所
と
、
㈱
テ
ク

ノ
中
部
上
越
事
業
所
に
勤
務
す

る
組
合
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

上
越
火
力
発
電
所
は
、
液
化

天
然
ガ
ス
を
燃
料
と
す
る
ク
リ

ー
ン
で
高
効
率
な
火
力
発
電
所

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
、
最

新
鋭
の
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク

ル
火
力
発
電
所
で
す
。

　

平
成
一
九
年
三
月
に
建
設
所

を
設
置
し
て
以
降
、
平
成
二
四

年
七
月
に
は
一
号

－

一
系
列
が

営
業
運
転
を
開
始
し
、
最
終
的

に
は
平
成
二
六
年
五
月
に
二
号

－

二
系
列
の
運
転
開
始
を
め
ざ

し
て
、
現
在
も
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

工
事
の
進
捗
に
伴
い
、
昨
年

九
月
に
現
地
組
織
で
労
組
を
結

成
し
、
新
潟
県
電
力
総
連
へ
の

加
盟
手
続
き
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　

現
在
、
電
力
関
連
産
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
、
新
潟

県
内
で
も
企
業
再
編
や
働
く
仲

間
の
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

こ
の
度
、
新
し
い
仲
間
が
加
わ

っ
た
こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し
い

ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
労
組
・
発
電
所
と
も
、

働
く
仲
間
と
交
流
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「アジア・アフリカ救援米」稲刈り
実りの秋を体験し、絆を深めよう

上越地協 ９月８日㈰10：30～ ／ 県央地協 ９月28日㈯９：30～
参加希望者は上記地協に連絡下さい。詳細をご案内します。

世
の
中
が
ず
っ
と
続
い
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
し
た
。

□
　

県
央
地
協
は
八
月
八
日
、
翌

九
日
に
は
柏
崎
地
協
が
、
連
合

岩
手
副
事
務
局
長
の
道
又
富
雄

氏
を
招
き
「
東
日
本
大
震
災
か

ら
二
年
半
が
経
過
し
て
」
と
題

し
て
、
平
和
集
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

被
災
地
の
連
合
と
し
て
ど
う

対
応
し
た
か
、
当
時
の
被
災
状

況
と
現
在
の
映
像
を
交
え
て
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
大
津
波

の
怖
さ
は
、
本
当
に
そ
の
場
に

い
た
人
し
か
わ
か
ら
な
い
。
大

変
な
惨
状
だ
っ
た
と
思
う
」
な

ど
の
感
想
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
想
い
を
寄
せ
続
け
、

支
援
の
輪
を
繋
ぐ
こ
と
が
大
切

と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
両
会
場
で
は
、
被
災
遺

児
募
金
を
行
い
、
合
わ
せ
て
六

一
，
五
九
九
円
が
集
ま
り
、
道

又
氏
に
託
し
ま
し
た
。


